
近代文学方法論講義
作家論・作品論から―テクスト論へ―

1

作家論の根拠の薄弱性

①、作家の残した文章（日記・雑記・エッセイ等 

②、作家の親族や知人の証言 

③、作家の伝記事項 

④、作家の原稿の校正過程 

⑤、作家の生きていた時代・場所・環境
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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作家論への疑問
①、作家の残した文章（日記等） 

　作家は日記が公開される可能性を知っている 

　そんな日記に本当のこと書くか？ 

②、作家の親族や知人の証言 

　人の記憶ってそんなに正確か？ 

　同じ出来事が人によって記憶が違うってことない？ 

④、作家の原稿の校正過程 

　過程から結果ってわかるか？ 

⑤、作家の生きていた時代・場所・環境 

　人って時代に従順な場合も逆らう場合もあるよ

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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各国で反作家論が生まれる

従来の作家論

イギリス 
新批評（ニュー・クリティック）

ドイツ 
読者論（受容理論） 

ヤウス・イーザー　など

日本 
作品論（三好行雄　など）

フランス 
テクスト論（Ｒ・バルト　など）

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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日本の作家論・作品論の特徴

①、作家の伝記から、作品を解釈する 

　　　　　　　　作家論　　　従来の実証主義 

②、作品から、作家の思想へ近づく 

　　　　　　　　作品論　　　提唱者　三好行雄 

　　　　　
②は、①を否定しないで、共存してしまう。

初の 
日本近代文学 

の 
東大教授

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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一見話しが違うようです
が…女子大生ブーム
かつて、女性が大学などで高等教育を受ける事は、稀な事であった。日本で一般
に女子大生が見受けられるようになったのは、1950年代頃からである。1960年
（昭和35年）前後には、文学部などで男子学生よりも女子学生の比率が高くな
り、「女子大生亡国論」がマスメディアをにぎわせるようになった。（「女子大
生亡国論」は、『婦人公論』に掲載された、早稲田大学教授の暉峻康隆の「女子
学生世にはばかる」、慶応義塾大学教授の池田彌三郎の「大学女禍論」が発端で
ある。）1970年代までの日本では、大学を卒業しても就職する女性が少なく、
教養を身に付ける事を目的に大学で学ぶ女性が多かった。 

1980年代には、テレビ番組「オールナイトフジ」などで素人の（芸能人でない）
女子大生がマスメディアでもてはやされ、女子大生ブームといわれた。一方では、
性風俗業で働く女子大生も見られるようになっていった。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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女子大生ブームと文学部
①、女子の大学進学率が高くなる 

　　　　昭和３５年には、男子学生を超える（５０％） 

　　　　女子大生＝大学にとって新たなお客様 

②、しかし結婚就職組がほとんど 

　　　　当時の女子大生は、 

　　　　　　　卒業→ちょっと働く→結婚（＝永久就職） 

③、実学的な学問は不要（法学・経済学など） 

　　　　実学は、キャリア志向の現れ 

　　　　　　　　　　つまり、男子にモテない 

④、教養としての学問 

　　　　　　　　　女子大と文学部の増加
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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女子中学生から女子大生へ
①、中高の教科書や文学史で習う作家・作品 

　　　　　　　日本を代表する文化（教養）として学ぶ 

②、日本の文学を教養として学ぶ 

　　　　　　　教養　←→　実学 

　　　　つまり、教養ある女の子＝新妻予備軍 

　　　　　　⭐無駄に前には出てこない（＝主役ではない）が、品よくサポート 

③、作家論において、学生は「作品」のみを読む　→　余計な荷物は持たない＝ファッション性 

　　　　文庫本だけでで学べる学問（作品論は文庫で） 

④、副読本や全集で学べる作家（作家論は全集で） 

　　　　　　　出版社との共犯関係

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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つまり

ちいさな 
作家像

大きな 
作家像

文庫本

女子大生 
と本屋

教科書を学
ぶ中学生

専門書

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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三つ巴の共犯関係
作家論（全集・副読本）

作品論（文庫本）

文学史 
（教科書）

中高の教育

出版社

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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三好の作家論は、
再生産されてゆく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三好行雄の大学院授業 

　　　　　　　　　　　　　弟子は当然、作家論！ 

　　　その弟子も作家論！ 

　　　　　　弟子Ａ 

　　　　　　　　　　　　　　　弟子Ｂ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弟子Ｃ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

東大を中心とした近代文学王国

旧帝国代 
（北大、東北大、京大、広島大、九州大）

東大

地方国公立
私立 

11

文学部という制度の崩壊
①、メインのお客さん（女子大生）の実学思考 

　　　　就職に役立つ学問へ 

②、文学読者の減少 

　　　　様々なエンタ小説　 

　　　　マンガ・映画・ドラマなど多様な方向へ 

③、テクスト論という新しい潮流
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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ロラン・バルト
　ロラン・バルト（Roland Barthes,1915年11月12日 - 1980年3月25日）はフランスの
記号学者、思想家。高等研究実習院（École pratique des hautes études）教授、コ
レージュ・ド・フランス教授。 ソシュール、サルトルの影響を受け、エクリチュー
ルについて独自の思想的立場を築いた。
歴史家にとどまらないミシュレの活動に着目した『ミシュレ』、「作者の死」の一
編を収めた『物語の構造分析』、フランスのさまざまな文化・
慣習を分析した『神話作用』、衣服などの流行を論じた『モー
ドの体系』、バルザックの中編を過剰に詳細に分析した『S/

Z』、自伝の形をとりながら自伝ではない『彼自身によるロ
ラン・バルト』、写真を｢プンクトゥム」という概念などで論
じた遺作『明るい部屋』など、その活動は幅広い。1980年に
事故死。

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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バルトって誰？
　教師・文人・モラリスト・文化の哲人・有力な思想の鑑定家・変幻
自在の自伝作家……ロラン・バルトは第二次世界大戦後に出現した知
識人の中で、その著作が不朽のものとなると確信しうる人物である。 

スーザン・ソンダク　『バルト選集』（一九八二） 

多才の人物、（二）文学史家、（三）神話分析家、（四）批評家、
（五）論争家、（六）記号学者、（七）構造主義学（八）快楽主義者、
（九）作家、（十）文人 

ジョナサン・カラー　『バルト』
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

バルト自信が定義困難＝バルトもテクスト

14

作者を考えちゃいけない
の？
あるテクストにある「作者」をあてがうことは、そのテクストに歯止めをかけ
ることであり、ある記号内容を与えることであり、エクリチュールを閉ざすこ
とである。このような考え方には、批評にとって実に好都合である。そこで、
批評は、作品の背後に「作者」（またはそれと三位一体のもの、つまり社会、
歴史、心理、自由）を発見することを重要な任務としたがる。「作者」が見出
されれば、<テクスト>は説明され、批評家は勝ったことになるのだ。 

                                                                                    「作者の死」 

作者＝偶然に残された資料から恣意的に立てられた命題  
 

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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作者を考えちゃいけない
の？
機能としての作者は言説の世界を取り囲み、限定し、分節する法的制度システムに結
びつく。それは、あらゆる言説の上で、あらゆる時代を通じて、文明のあらゆる形態
において、一律に同じ仕方で作用するものではない。それは、ある言説をその産出者
へと自然発生的に帰属せしめることによって定義されるのではなく、特殊で複雑な一
連の操作によって定義される。それは、純粋かつ単純にある現実の個人に送り返すの
ではなく、複数の自己、分類を異にする個人が占有しにやってくることのできる複数
の立場＝主体を同時に成立せしめうる。 

ミシェル・フーコー「作者とは何か」 

「作家論」とはきわめてフィクショナルな形でしか存在せず、「作家」を論ずるとい
うことは「作家」の言説をめぐる一つの<物語>を作り上げることであるといわざる
を得ない。 

「作家論」高橋修『読むための理論』
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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バルトの反作家論
しゃべること　パロール　　　　　　発話行為 

書くこと　　　　エクリチュール　　書記行為 

　　※　　「エクリチュール」は、実際には、「書かれたもの」という意味ももつ 

　　　　　　　　　　　　　しかし 

　　　　　「スタイル」＝文体とは意味が違う 

教科書　テキスト 

　　　　　　テクスト　　織物（テクスチャー）が語源 

　　　　　テキストとテクストは意味が違う 

　　※　　テクストは、引用の織物という意味 

　　　　　　織物は縦糸と横糸を持つ
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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バルトの反作家論
芥川龍之介　の　文章、文体（スタイル） 

芥川龍之介　の　エクリチュール 

『羅生門』　という　作品（ＷＯＲＫＳ） 

『羅生門』　という　テクスト（ＴＥＸＴ） 

『羅生門』　という　テキスト（教科書）
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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エクリチュール（書記活動）
言語は水平的次元、文体は垂直的次元であり、二つが合わさって作者に一つの自然の地図を描く。なぜ
なら、彼はどちらも選択するわけではないのだから。……前者において作者は歴史というよくわかって
いるものを見出し、後者においては個人の過去というよくわかっているものを見出す。両方とも、彼は
一つの自然を扱うのである。 

『零度のエクリチュール』 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　未来 

　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　書いている今　　　　　　　　（同時代の言語空間） 

　　　　　　　←（読書経験の積み重ね） 

　　過去 

 
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

19

　バルトの言う　作品
（ＷＯＲＫＳ）　とは

作品は物質の断片であり、図書館の空間の一部を占めるも
の、また本屋のなかで、カード箱の中で、試験科目の中で
遭遇されるものである。 

作品＝作品を生みだした唯一の作者へ 

→作品を支配→文学史を組織→伝記の対象

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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バルトの言う　テクスト 
（ＴＥＸＴ）　とは

われわれは今や知っているが、テクスト
とは、一列に並んだ語から成り立ち、唯
一の神学的な意味（つまり「作者＝神」
の<メッセージ>ということになろう）を
出現させるものではない。テクストと
は、多次元の空間であって、そこではさ
まざまなエクリチュールが、結びつき、
意義をとなえ合い、そのどれもが起源と
なることはない。テクストとは、無限に
ある文化の中心からやってきた引用の織
物である。

横糸

縦糸

織物 
（TEXTURE)

横糸≒同時代
縦糸≒歴史

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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バルトの言う　テクスト　とは
一遍のテクストは、いくつもの文化からやってくる多次元的なエクリチュール
によって構成され、これらのエクリチュールは、互いに対話をおこない、他を
パロディー化し、意義をとなえあう。しかし、この多元性が収斂する場があ
る。その場とは、これまで述べてきたように、作者ではなく、読者である。 

　　※　よく読者論の項目にも引用される箇所 

　　　　　　　テクスト　　　　　　　　　　　　　　読者 
新しいテクスト

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/

22

他の人の意見も聞いてみ
よう
作者の死の執行人。<作者>を「文学研究と批評的
思考における中心的地位から排除」し、「作者＝
神」の神託、つまり唯一の「神学的」意味を公開
する語の列がテクストなのではなく、テクストは
多次元的なのであり、そこでは多様な書き物が（そ
れは決して起源的ではなく）混合・衝突し合ってい
る。 

ジョナサン・カラー『バルト』
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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他の人の意見も聞いてみよう
（ａ）水平的に見れば、テクストにおける言葉は、書く主体
とその受け手との両方に属している。(ｂ)垂直的に見れば、テ
クストにおける言葉は、それに先立つあるいは同時点の文学
資料の全体へと向けられている。（中略）すなはち、どのよ
うなテクストもさまざまな引用のモザイクとして形成され、
テクストはすべて、もう一つの別なテクストの吸収と変形に
ほかならない。 

ジュリア・クリステヴァ『記号の解体学』 
Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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「テクスト」論の成立 
（同時代及び先行テクスト解析）

作者

テクスト

作品

絶　
　　
　　
断

テクスト

テクスト

絶　
　　
　　
断

テクスト

テクスト

影響

支配

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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「テクスト」論の成立

作者

テクスト

読者

作品

絶　
　　
　　
断

哲学
現代思想
批評理論
社会学

テクスト

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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ミロのビーナスの場合（テクスト
論の実例）
好きな

Ａさんの美を
永遠に
残そう！

作家論

作品論

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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テクスト論になると
作者の意図

絶　
　　
　　
断

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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テクスト論になると

絶　
　　
　　
断 ミロのビーナスは、

偶然腕がなくなったんだけど
腕がなくなったから
そこに
想像上の
全ての美しい腕が接続できる
最高に美しい腕をもった

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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テクスト論になると

絶　
　　
　　
断 なくすのは、

腕＝手　でないと　いけない
なぜなら

手　は、人間の実存を示す部位

人間の実存　とは
交渉する
ということ

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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実存主義　哲学
実存主義哲学　
　　「人間の存在」が　他とどう違いどう特有かを
　　考える哲学
　　人間が、「存在」するとは、どういうことかを
　　考える哲学

人間モノ

他 世 自他 世 自 交渉反　応

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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テクスト論になると

絶　
　　
　　
断

手　とは

人間身体の中で

交渉する

最も象徴的な部位

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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テクスト論の問題点から現在へ

　　作家の読んだ範囲というリミット（制限）が無いので

　　　　何処までも好きなテクストと接続出来る

　　客観的な指標を求める　　　　それを全的に了解する

　　　　同時代言説研究　　　　現在の他学問の領域
　　　　　　　　　　　　　　の成果を利用す

                           文化研究へ　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　テクスト論の主流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄｒ．ヒッキー日本文化研究所 http://homepage3.nifty.com/hikita_masaaki/
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接続するテクストの領域
よく接続される学問領域 

①　心理学　　フロイト・ユング・ラカンなど 

②　オリエンタリズム　サイード・ネグリなど 

③　歴史学　グリーンブラッドなど 

④　言語学　隠喩論・認知論など 

⑤　女性学　クイア理論などを含む

34
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